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林世雄（ラム・サイホン）運輸物流長官は、香港海運港湾局、
海事局、香港投資推進局（インベスト香港）および香港貿易
発展局からなる代表団を率いて、7月2日から5日の日程で東
京を訪れ、香港の海運・港湾産業の振興を図りました。

4日間の滞在中、一行は日本の企業グループ、事業会社や
海事産業団体等を多数訪問。7月3日には、国土交通省の國
場幸之助副大臣を表敬訪問し、海事分野における香港の最新
事情を紹介するとともに、日本の関連産業界とのさらなる協
力に向けてビジネスチャンスを探りました。

同日に開催された日本船主協会との夕食会で、林長官は国
際的な海事センターとしての香港の優位性について概略を説
明しました。「香港は中国本土と世界の市場をつなぐ“スーパ

ーコネクター”として位置付けられている。香港には活気ある
海事産業の集積があり、1,100社以上の港湾・海事関連企業
が多種多様な質の高い海事サービスを提供している。政府は
これらの事業者に対してさまざまな税優遇措置を提供すると
同時に、最近では、国際海事機関（IMO）が策定した脱炭素
化に関する国際基準で高い評価を得た香港籍船舶に奨励金を
与える環境施策を導入しており、香港はIMOが燃費実績格付
け制度（CCI）で進める海運のグリーン化を支援する先駆者
となっている」と林長官は述べています。

政府は昨年12月に、国際海事センターとしての香港の競争
力強化に向けた「海運・港湾発展戦略行動計画」を発表。以来、
同計画で打ち出した施策を着々と推進しています。

林世雄運輸物流長官が東京を訪問
関連部局の代表者とともに香港の海運・港湾産業をPR。海運のグリーン化を進める取り組みも紹介

國場幸之助 国土交通副大臣（写真・右）を表敬訪問した林長官 日本船主協会との夕食会で国際海事センターとしての香港の優位性を紹介
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香港貿易発展局主催の「フードエキスポPRO」と「香港イ
ンターナショナル・ティー・フェア」が、8月15日から17日
まで香港コンベンション＆エキシビションセンターで開催さ
れました。同時に、「フードエキスポ」「ビューティー＆ウェ
ルネス・エキスポ」「香港家電・日用品展」も8月19日まで

開かれ、これら5つの見本市に合わせて約1,860の出展者が
世界30カ国・地域から集結しました。

主にバイヤー向けに行われた「フードエキスポPRO」には、
日本から200を超える企業や団体が出展。バラエティに富ん
だ日本の食品を紹介し、その魅力をPRしました。

「フードエキスポPRO」に日本企業が多数出展
大規模な食の見本市に日本から200以上の出展者。ジャパンパビリオンが設けられ、坂本農水大臣も来訪

香港経済貿易代表部の元首席代表である黄碧兒（サリー・
ウォン）氏に、令和6年度日本国外務大臣表彰が授与される
ことが決定しました。

黄氏は2011年から2016年まで香港経済貿
易代表部の首席代表を務め、日港関係の発展
に大きく貢献。その後、香港で対日文化交流
を推進する中核団体である香港日本文化協会
のメンバーとして、在香港日本国総領事館と
の緊密な連携の下、香港と日本の相互理解を
深めるための活動をサポートしました。2020
年には同協会の主席に就任し、2023年までの
間、コロナ禍の難しい時期にありながら日本
関連イベントの企画調整等を積極的に行って
同協会の運営維持に多大な貢献をしたことが
認められ、今回の受賞に至ったということです。

日本国外務大臣表彰は、日本と諸外国との
相互理解および友好親善の促進、また対外経

済の発展等に顕著な功績のあった個人や団体に対して日本の
外務大臣が授与する顕彰です。

黄碧兒・元首席代表に日本国外務大臣表彰
香港経済貿易代表部首席代表、香港日本文化協会主席として、香港と日本の関係強化に大きく貢献

ジャパンパビリオンを訪れた香港貿易発展局の方舜文（マーガレット・フォン）総裁（写真・中央右）、
坂本哲志 農林水産大臣（中央左）、在香港日本国総領事館の岡田健一総領事（大使）（左から2人目）、
日本貿易振興機構（ジェトロ）の中澤克典理事（左端） 多くの来場者でにぎわったジャパンパビリオン

2023年4月、香港日本文化協会の新事務所兼日本語講座校舎オープニングセレモニーでの黄碧兒（サリー・
ウォン）氏（写真・中央左）
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香港のアスリートたちが2024年パリオリンピックで躍動
し、4つの競技種目で金メダル2個、銅メダル2個を獲得する
という歴史的偉業を達成しました。オリンピックの1大会で
複数の金メダルを獲得するのは香港にとって初の快挙で、2

大会連続でのメダル獲得も初めてです。
さらに、200以上の国と地域が名を連ねるメダルランキン

グで中国香港は37位に入り、今大会は香港チームが史上最高
の成績を収めたオリンピックとなりました。

香港島南部にあるテーマパークの香港オーシャンパークで、
ジャイアントパンダのインイン（盈盈）が19歳の誕生日を翌
日に控えた8月15日、双子の赤ちゃんを出産しました。これ
によりインインは、世界最高齢で初産に成功したパンダとな
りました。

さらに、7月1日に発表されたとおり、中央政府から香港に
新たなパンダのつがいが贈られることが決まっており、香港
側では受け入れ準備が着々と進められています。この2頭も
従来と同じく、オーシャンパークで飼育されます。

オーシャンパークが動物の飼育と保全について、世界レベ
ルの知見とスキルを有していることは、以前から広く認めら
れているところです。パンダの飼育においても長年の経験が
あり、これまでに2つの世界記録を樹立しています。メスの
ジアジア（佳佳）は飼育されているパンダとして世界一の長
寿記録を打ち立て、一方、アンアン（安安）は飼育下にある
オスのパンダとして世界最高齢でした。

パリ五輪で香港チームが歴史的偉業を達成
金2、銅2でメダルランキング史上最高の37位。1度のオリンピックで複数の金メダル獲得は初の快挙

香港初 双子の赤ちゃんパンダが誕生
パンダの初産として世界最高齢。中央政府から贈られる新たなパンダ2頭の到着に向けた準備も

フェンシングの男子フルーレ個人で、東京オリンピックに続き金メダル
に輝いた張家朗（エドガー・チョン）選手（写真・中央）

同じくフェンシングの女子エペ個人では、江旻憓 
（ビビアン・コン）選手が金メダルを獲得

何詩蓓（シボーン・ホーヒー）選手は、競泳女子
100m自由形と同200m自由形で2つの銅メダル

［写真提供：中国香港スポーツ連盟およびオリンピック委員会］

香港初の双子パンダ（写真・左がオス、右がメス） 世界最高齢の初産となったインイン

［写真提供：香港オーシャンパーク］
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日本のレストランが「食の都」香港に続々と出店

香港経済貿易代表部（東京）と香港投資推進局（インベスト香港）は昨年4月に日本の外食企業向けの香港視察ミッションを実施し、
期間中、参加した日系企業と提携先候補となる香港企業とのビジネスマッチング商談会が開催されました。

同ビジネスマッチングに参加した株式会社イデアとイオンストアーズ香港はパートナー契約により、2024年８月１日、お好
み焼き「鶴橋風月」香港第1号店をオープンしました。

また、株式会社ギフトホールディングスも同ミッションに参加した後、現在の香港のパートナーと出会い、6月27日に本格的
な横浜家系ラーメン「町田商店」第1号店を香港にオープンしました。

直近では、8月11日に牛めし（牛丼）チェーン「松屋」が香港の佐敦（Jordan）に直営店を初出店しました。
各社が香港に出店を決めたきっかけとして共通しているのは香港における外食の頻度の高さと日本食の人気の高さにあります。

止むことのない日本食ブームにより、今後も続々と日本の飲食店ブランドが香港に出店予定です。
香港経済貿易代表部（東京）のウィンサム・アウ首席代表は次のように述べました。「昨年4月に実施した香港視察ミッショ

ンからこのような結果が生まれ、大変嬉しく思います。今年5月にも、弊代表部はインベスト香港と共同で日本の生命健康科学
企業向けに香港視察ミッションを実施し、香港のイノベーション＆テクノロジー市場と投資環境を日本企業にご覧頂きました。
日本企業と香港企業が理解を深め合い、様々な分野でより多くのパートナーシップが生まれるよう、弊代表部は今後も努めて参
ります」

国際経営開発研究所（IMD）が発表した最新の「2024年
世界競争力年鑑」で、香港は順位を昨年から2つ上げ、世界
第5位となりました。

4つの主要評価項目のうち、香港は今
回「ビジネスの効率性」と「インフラ」
で顕著に順位を上げてトップ10入りを
果たしました。「政府の効率性」でもト
ップ3の一角を維持しています。「経済
パフォーマンス」では昨年の景気回復を
反映し、前回の36位から11位へと大
きくランクアップしました。サブ項目に
ついて見ると、「国際貿易」と「ビジネ
ス法制」で首位、「租税政策」「国際投資」

「基本インフラ」「金融」「教育」で5位
以内に入っています。

2024年のランキング1位はシンガポール。以下スイス、デ
ンマーク、アイルランド、香港と続きました。

香港は最新の競争力ランキングで5位に浮上
67カ国・地域を対象としたIMDの「2024年世界競争力年鑑」。政府およびビジネスの効率性に高い評価

鶴橋風月の香港1号店 啓徳のAirsideにオープンした「町田商店」第1号店 佐敦（Jordan）の「松屋」香港第1号店
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英国の大学評価機関であるクアクアレリ・シモンズ（QS）社が6月に発表した「2025年世界大学ランキング」で、香港の公
立大学が高い評価を得ています。最新ランキングでは香港の大学6校が順位を上げており、うち5校は世界のトップ100大学に
入りました。

QS 世界大学ランキング：香港の大学に高評価
世界のトップ100大学に香港の大学5校がランクイン。いずれも公立大学で、最高位は香港大学の17位

香港永住外国人も「回郷証」の取得が可能に
7月1日に発表のとおり、非中国籍で香港あるいはマカオの永住権を持つ人は、ビザなしで中国本土との往来が可能なカ

ード型文書（通称「回郷証」）を申請することができるようになりました。この「港澳居民来往内地通行証（非中国籍）」を
取得することで、5年の有効期間中、90日以内の滞在であれば何度でも本土側に入境でき、都度のビザ申請が不要になります。

中国出入境管理局は7月10日から同通行証の発行を開始しました。申請は香港中国旅行社で受け付けています。

香港を本拠とするグレーターベイ航空は、10月27日に香
港と米子を結ぶ定期便を就航させます。仙台と徳島へも定期
便の就航を目指す同社は、今年7～8月に香港－仙台間と香
港－徳島間で、8月に香港－米子間でチャーター便を運航し、

夏休み期間の需要に対応しました。
一方、香港エクスプレス航空は、11月1日から香港－広島

間の定期路線を再開すると発表しました。同路線では週3往
復の直行便が運航されます。

グレーターベイ航空が日本路線の拡大へ
10月末、香港－米子線が新規就航。地方空港への路線拡大で各地のインバウンド需要取り込みをサポート

世界第17位にランクされた香港大学出典：QS社「2025年世界大学ランキング」（2024年6月発表）

世界トップ100入りした香港の大学

順位 大学名
17位 香港大学
36位 香港中文大学
47位 香港科学技術大学
57位 香港理工大学
62位 香港城市大学

徳島空港で7月18日に行われた同社チャーター便就航セレモニーでの欧首席代表（写真・
右から3人目）、後藤田正純 徳島県知事（中央）、グレーターベイ航空CEOのリサ・ン氏（右
から4人目）

7月17日、仙台空港で行われたグレーターベイ航空チャーター便初就航セレモニーで
テープカットに臨む香港経済貿易代表部の欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表（写真・
中央）
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香港を拠点に活動するアジアユースオーケストラ（AYO）
が8月末に来日し、今回は横浜市と都内で計3回のコンサー
トを開催しました。28日の横浜公演は神奈川県立音楽堂、
30日と31日の東京公演は東京オペラシティ コンサートホー
ルを会場に行われました。

今年のAYOには、日本からの15名を含む
約100名の若手音楽家が参加しました。アジ
ア各地でのオーディションを通過した才能あ
ふれるメンバーたちは、天津ジュリアード学
院でのリハーサルキャンプを経た後、8月初
めの香港でのコンサートを皮切りにアジアツ
アーへと出発。珠海、深圳、上海、北京、シ
ンガポール、バンコク、クアラルンプール、
嘉義、台北で公演を行い、香港経済貿易代表
部もサポートする日本でのコンサートをもっ
て、今期のツアーを締めくくりました。

1990年に創設され、アジアの優れた若手
音楽家に世界各地での公演や文化交流の機会
を提供してきたAYOは、香港と日本の芸術・

文化交流の促進にも大きな役割を果たしてきました。オーケ
ストラ創設後初の公演は熊本で開催されるなど日本との縁は
深く、AYOは毎年のように来日し、国内各地で演奏を披露し
ています。

香港国際映画祭協会は大阪アジアン映画祭と協力し、「香港
映画祭2024 Making Waves － Navigators of Hong Kong 
Cinema 香港映画の新しい力」を東京（11月1～4日）、大阪

（11月9～11日）、福岡（11月15～17日）で開催します。
同映画祭の日本での開催は、2022年、2023年に続いて3

回目。東京以外の都市で実施されるのは今回が初めてです。
香港経済貿易代表部の後援、および文創産業發展處の助成を
受けての開催となります。

上映作品のラインナップや香港からの来日ゲスト、Q&A等
のイベント詳細については、近日中に順次発表予定です。映
画祭の公式ウェブサイトmakingwaves.oaff.jpよりご確認く
ださい。

＜開催概要＞
東京 11月1日（金）～4日（月・祝）
 YEBISU GARDEN CINEMA
大阪 11月9日（土）～11日（月）
 テアトル梅田
福岡 11月15日（金）～17日（日）
 ユナイテッド・シネマ キャナルシティ13

アジアユースオーケストラが日本で3公演
アジア各地でのオーディションで選ばれた約100名の若手音楽家で構成。今年のツアーも日本でフィナーレ

香港映画祭を東京、大阪、福岡で11月開催
3回目となる「香港映画祭 Making Waves」、今年は3都市での開催が決定。上映作品や来日ゲストは近日発表

8月30日、東京オペラシティ コンサートホールで開催された公演の模様
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新潟県津南町にある「香港ハウス」は、越後妻有と香港の
恒常的な文化交流拠点として作られた滞在制作兼ギャラリー
施設です。今年、香港ハウスでは「大地の芸術祭 越後妻有ア
ートトリエンナーレ2024」（7月13日～11月10日）の会期
中、香港出身アーティストのマシュー・ツァン氏とコーデリア・
タム氏による新たなコラボレーション作品『同じで同じでは
ない』を展示しています。

作品の展示に加え、7 月には香港と津南の文化交流を 

促そうと、紙漉きのワーク
ショップが開催されました。
同じく7月の開幕直後には

「みんなの漬物」と銘打っ
たコミュニティプロジェク
トも実施。来場者は会場で
振る舞われた津南と香港の
漬物を、漬けた人のストー
リーを読みながら味わいま
した。

「大地の芸術祭2024」で香港ハウスが公開中
香港人アーティストが越後妻有での滞在経験を基に制作した新作を展示。文化交流イベントも開催

香港のダンスグループ「TS Crew」は6月14日と15日の両日、西東京市のタクト
ホームこもれびGRAFAREホールで『ノードラゴン・ノーライオン』を上演しました。
この公演は香港経済貿易代表部の支援により行われました。

同 演 目 は カ ン フ ー、 
コンテンポラリーダン
ス、サーカスを融合さ
せたパフォーマンスで、
伝統的なライオンダン
スに武術やアクロバット、
パルクールなどの要素
を取り入れたダイナミッ
クな作品です。2022年
のエディンバラ・フェス
ティバル・フリンジで

「アジアン・アーツ・ア
ワード最優秀賞」を受
賞しています。

香港のダンスグループ TS Crew、東京で公演
龍も獅子も出てこない新しいドラゴンダンスとライオンダンス。ユニークなパフォーマンスを披露

香港ハウス2024オープニングイベントで、（写真・左から）香港人アーティストのコー
デリア・タム氏、マシュー・ツァン氏、「大地の芸術祭」総合ディレクターの北川フラム氏、
桑原悠 津南町長、香港経済貿易代表部の欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表、メイク・
ア・ディファレンス・インスティテュート（MaD）主任キュレーターの張慧婷（ステファ
ニー・チュン）氏、レジャー文化サービス局の胡佩珊（アポ・ウー）芸術振興事務所総監 香港ハウスで展示中のインスタレーション『同じで同じではない』

「みんなの漬物」で津南と香港の漬物を 
食べ比べ

龍を使わずにドラゴンダンスを表現 TS Crew流のライオンダンス
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大盛況のうちに開催された「100％ドラえもん＆フレンズ」展
世界最大級のドラえもん展「100％ドラえもん＆フレンズ」が、7月13日から8月18日まで香港で開催され、ドラえも

んとその仲間たちの等身大オブジェ130体以上が登場。他にも60点を超える原画や複製画、特別映像などが展示されました。
K11 MUSEA内の会場でチケット制の展示が行われたほか、同施設1階と尖沙咀（チムサアチョイ）ハーバーフロントの

アベニュー・オブ・スターズ周辺には無料で観覧できるエリアも設けられ、多くの人でにぎわいました。

香港経済貿易代表部（中華人民共和国 香港特別行政区政府 駐東京経済貿易代表部）

x
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